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　インドのモゴーール（Mug臆1）王朝疇代（1526－1857　A．D．）に一品の恩賞地三度である

Soyrkrghalと云う制度が行われたが，この王朝の会典「アーーイー二・アクパリー一」

（A’董n－iAkbari）にみられる記述を通して，その性格を追兜してみよう。

　ソユールガ・一ル（SQ頸r8醸1）とは語1原的にもトルコ・モンゴール系の語であって2、，

モゴール糊乃至は汎くインドのイスラーム諸王朝に多くみられるトルコ的乃至モンゴー

ル山背漿をもつ諸制度の一つである。最近，村上正二氏が，「モンゴル朝治下の封邑制

の起源一とくにSoyurghalとQubiとISmdtiとの関連について」2）と題する論考を発表

せられ，SQyarg］ral制の原始モンゴール的起源を「元朝秘史」を主として用いつつ追究

された。氏は岡論文で，モンゴール族支配期乃至以降の西方イスラーーム諸照，すなわ

ち，イル汗購，キプチャク汗圏，オスマン帝岡にも閥様の制慶があったことを指摘され

たが，4ンドのイスラーーム諸王朝に於けるそれについて触れて艦られないようである。

そこで筆者は補足の意味をもかねて，トルコ・モンゴール起源をもっこの制度が，トル

コ・モンゴーール族の西方発展の波にのってインドまでもたらされた，云わば，インドに

於ける終末型態，インディアン・ヴァリアントを招えてみようと思うのである。

　さて，モゴール朝の行政網度全般を詳述した「アーイー：・アクバリ・一　」（A’in－i

Akbari）3），いわゆる「アクバル会典」第2巻，アー一　a　一一ン（A’in）19は，ソユールガーー

ルに闘する記載にあてられている。それによると，

　「難帝〔アクバルAkbar〕は諸種の人民に恩賜（‘a嬢a⇔を与えた。神の授け給う

　た筒遡な叡簿によって，彼はこれを神聖な宗教的行為と考えた。
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　モゴール（MughUI）朝野のソユールガール（Soy穏r8硫1）制についての覚書

　　帝は階級の別を明らかにするために，次の四種の人々に土地（zamin）と日給

　（1’UZM（1）を下賜した。①あらゆる世俗的業務から退き，昼夜の刎なく研鍬にいそし

　む真理の探究者（蕊gahi　j・yin），②私欲を放郷し，人野性としての利己的感情と戦いな

　がら，琴柱から隠遁し，普行に努めるもの（1’alll　kaε伽｝），③弱者馴者（darmandg汽n一考

tahidast）にして，生活維持に堪えないもの，④名門の生れ（buzui’bcr　zrtdag，”m）であり

　ながら，知識の欠如から独力で商業に従事して峰i活できぬもの。

　　現金（naqd）で支払われる日給は，　Wa纂fa　と呼ばれる。　下賜される土地は

　Mi11（叉はMadad－i　Ma’護請と曙Zぼれる。このようにして，何クロ　・一ルも賜与され

　た。しかも，それは日々に増加している。該当者の身辺が下賜がなされる繭にあら

　かじめ調査されねばならない。そして，彼らの請願は公正に考慮さすしねばならな

　い。正しい意図をもった経験ある人が，この職に雇傭きれるべきである。彼はあら

　ゆる健と平和的であり，雷行に於いて入民大衆に対し親切であらねばならぬ。その

　ような官吏が§adrと呼ばれる。　Q留1とM至r‘Ad1は彼の命令下にある。彼は覆要

　な義務の履行に際し，財政業務を取扱うところの，今口Diwitn－i　Sa儀datと懸ば

　れる書記富によって補佐される。帝はその寛仁に於いて，宮吏達に下賜の対象とし

　てふさわしい者を紹介するように下命された。そして幾多のものが，彼らの希望す

　る扶1功を受けた。」4）

とあり，ソユールガn・ルとは蜜膏が特定の距下1こ怨賜を授けることであり，それは土地

の形で，又は現金の形で支給された。前者はW噸fa，後者はMilk又はMa叙玉一i

Ma’ashと呼ばれ，下賜の対象としては，①学者，②隠者・苦行者，③弱者・貧者，④

名門出身の自活不能者，があげられている。そして，この制度の施行の葛；筋を湖る嘗吏

は＄adrと1層Zばれ，　Qaz．i，　Mir‘Adlと呼ばれる宮下達に補佐されたことがわかる。　こ

の記述で，この王朝に於けるソユー・・Nルガールの大体の性格が理解できたと思う。すなわ

ち，この制度は隠者・貧者らに対するCharity　Grantであって，慈善的な嫉格のもの

である。同じく豊門から階下に給付されるジャーギルlagirすなわち，家距の蕪帝1こ

対する犠麺の忠誠奉仕に対して反対給付される封邑とは本質的に異なる点に濫意すべき

である。（後者はヨーロッパの中世封建祉会にみられる磁下の“fidclitas”に対して賢慮から与え

られた“bencficium”としての“fief”，“Lchcn”1こあたるものと考えられる。）

　ところで，覇例典は，先の認述についで，この制度を実際に運用するにあたって，各

種の弊害，不正が趨ったことを述べている。すなわち，

　「帝〔アクバル〕が本冊の査開に着手レたときに，前任の＄aclr達が収賄罪を犯し，
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　　　　　　　モゴール（Mu8Zぬ1）朝期のソユールガール（Soy（ir8hr，1）制についての覚害：

不正な行為があったことが判明した。彼はそこで，欄近の顧閥達の推薦でSha．yleh

‘AbdL噸一Nab至をこの重要な富職に任命した。当疇，　Afg醸王1人やChau（壇達によっ

て保有されていた土地は函嶺きれ，密漁地伽al睡）となった。一方，飽のすべて

の下賜の受領者はShayhltに照会され，下賜に関して査閲をうけ，証明をうけた。

暫らく後に，下賜受領者が土地をド毒一地所で保有していず，一方ん舷li§a地近傍の

Man＄∈請）（堀r（俸禄享受；鷺；家財，騎士）の海gir（采昆）地の側に：土地を保有する弱小

者が損霧をうけ，不正者によって蚕食きれている事実が報告された。帯はそこで，

彼らは彼らが選択した一地所のみを滋有するよう命令した。この命令は双方にとっ

て有益なものであった。政府の懲吏達はこの命令を受取って，この欝［的に沿って村

落に発令した。弱小者は保護され，不正者の土地兼併が陶止された。しかし，時は

経過と共に，その秘密のヴェールをはぎはじめた。　この事adr（‘Abcln’n－Nabi）に

関する悪評が帝の耳に入った。　そこで500bi8ゐa以上を占有するすべての者は，

それぞれ彼らの勅許状（farmfLn）を？青の許へ提出する，また，もしこれを怠ったも

　のは彼らの土地を失うことになるとの勅令が発布された。しかしながら，これらの

　下賜享受者達の実際の行動は面明な膏の意向に沿わず，勅令はただ1．OO　biglia，以上

　の土地過当保有者は，勅許状に特記されていない限り，その善に減量し，心心の

甚は圏有地に圓収調しるべきであると計うにとどまった。ただし，イーラーーン人

　σr飢i）とトゥーラーン入（Tgr［mi）の婦人達はこの規定から免除された。不謹慎

で貧慾な者遷が彼らの謡い地所を離れ，新しい地所を占有する傾肉があることが報

告きれたので，何人もその暖い地所を離れるものは，その地積の｝を失い，新たに

’下賜を申請すべきことを命令した。また帝は，Q諏達が土地保有者から賄賂を受

　取る慣習があることを知って，神の御意にのっとって，もはやこれらの尊厳の印に

　タP一バンをつけてはいるが，内心悪辣なもの達，長い雨衣をつけてはいるが，厚顔

無恥なもの達（漏Q蕊zi）にイ議賃を置かない決心をした。彼は禦態をすっかり調べ，

Su1捻n描w瓢laの＄adr職蒋代に任命きれた以外のすべてのQ頭達を解職した。

　／一ラーンとトゥーーラーンの婦人達もまた，欺購騨に問われた。そして100bi，gh，a

以上の一切の土地過当所有者は正当に所有きれているものかどうか調査すべしとの

　言口：走：力斗采垂尺され，ナこ。」5）

とあるように，その施行に際し，§adrやQ酵iの収賄，　Z〈Jll三行為によって乱脈をみた

ようである。

　さて，こうして支給された土地は下賜享受者一代限りのものであったか，或は子孫に
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モゴール（八（ughttI）三期のソユーールガール（SoyUrghr｛1）綱1こついての覚書：

世襲きれる永代的なものであったか。この点については，やや明確さを欠くが，H．

Blochmannは，「そのような土地（Soyar8乃韻地）は世襲的であった。その故に，それ

は特定の門閥俸給の代りにMan§ab礁rに支給される海gir叉は七uy田地と異なる。jfi）

と述べ，世1襲的なものと考えられた。一方，W・N．　Morelandは，「そのような下賜の

保有期間は適当期間とのみ翻載されており，その多くは終身期間又は一一代以上の期聞を

意味したが，実際には政策の転換や，担当官吏の交替によっても取消又は三三が行なわ

れた。」7）と述べ，終身限りの場舎もありえたと考えている。

　次に，このSoyrkrghttl地は政府の租税徴収に対して，次の更料が示すように，一顧

の不輸不入（lmmunitat）の特権をもっていたようである。

　「帝国内に於ける平和と安寧のため，下賜三三者は庭園内に彼らの土地の地取りを

　しはじめ，それによって，非常な利益をえ，三二　　彼らはSOy愈8航1保有者に

　とって儲ほどが充分であるかの概念をもっている一一の寅慾きをそそり，三三を要

　旧きすほどであった。しかし，これは帝の意をよみせず，かかる所得は千三すべき

　ものでないと命令した。」8）

そして，

　「現行の法規（すなわち，Abe’レFa多1が本会典を執筆した時期）は次の撫くである。す

　なわち，あらゆるSoy撫8航1地はその圭が現在耕作している土地から，残り一｝は

　耕作可能の土地からなるべきである。もしも，後の半分がそうでないならば（課金

　部が耕地であるなら），全体の一1一は撤収され，残余に対しては，新しい下賜が行わ

　れる。」9）

とあるように，少くとも制度的には，現耕地と可耕地の半々からなっていたらしい。
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　以上で，モゴール輯に於けるSoy徹8硫1の姓格がほぼ理解できたと思われる。要約

してみると，ソユールガールとは，①蟄帝から特定の距下に門門として半金又は：f：地の

形で下賜されるもので，②その対象は学者・隠者・貧者らで，慈善的な性格のものであ

り，③下賜保有者は終身叉はそれ以上の期間享受を許され，④その土地は一種の不輸不

入の特権をもち，⑤現耕地・可耕地の各半々からなっていた。

　ところで，このモゴーール朝，アクバル時代（1556－1573）に於けるこのようなSoyfi1“一

gkal（地）の性格は，トルコ・モンゴール的な原始型態とどのように違うかを次に眺め

てみて，本稿を結びたい。
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モゴール（Mu8簡1）朝期のソユールガール（SOyUr8磁1）制についての覚＝書

　村上氏によれば，チンギス汗のモンゴリア高原に於ける部族統一期，初期モンゴール

祉会に於ける”ソユルガルミ　（渉余・児中合勒，Soyur7al）とは，

　「《勲功》のとくに大きいN6kδr（従士）たちに対して，醐族的結舎の復活と璽要

　官織の授与を逓じて，各々委任した千戸集団への実質的支配を容認し，これらに俸禄

　や恩給などを支給し，あるいは私有民への支醸径を認め，または刑法上ならびに，．財

　政法上の“1mnlUlliti！t”や栄法権などを賦与したこと，　　仲略）　　以上のような

　諸特権の賦与を内容とした慰賞（beneficium）の総体を意味した」9）

のであったが，モゴール朝アクバル期に於いては，先きにみたように雰常に性格が異な

って来ている。その下賜対象も家距に対してではなく，貧者，隠者らであ1；），むしろ，

内容的にはモゴー・ルの封建家臣たるMan＄ab硫rに対して俸禄．（mansab）として支給

された1醜irやtuyitlの制度が，モンゴー一一ル初期のそれに当たると考えられるのであ

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（尋者は京大大学院文学研究科博士課程）
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